
いつも大変お世話になっております。

本年も余日少なくなってまいりました。
忘年会多き師走の候、お健やかにお過ごしでいらっしゃいますでしょうか。

師走のみぎり、輝かしいご越年を心よりお祈り申し上げます。
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● 今回はフィルムの材質について紹介したいと思います。

PVC(塩ビ)チューブとPET(ペット)背貼フィルムでビン容器にシュリンク

してみました。それぞれに特徴がありますのでご参考頂ければ幸いです。

サンプラスチック(株)は、「とちぎＳＤＧｓ推進事業者」

登録企業であり、当社製品の採用は、ＳＤＧｓ活動の一助

となります。

栃木県産業振興センター SDGｓ推進登録企業一覧

ビン容器とPVCフィルム

サイズは0.04×90×70

カット品を使用

つなぎ目の無い

すっきりとした外観

となります

PVCチューブの特徴

①成形・加工特性に優れている

②低温でシュリンク可能

(140～150℃程度)

③元々チューブ状で、フィルム

つなぎ目が無い為、外観が

すっきりして見た目が良い

④サイズの交差が大きい為、

包装物によっては収まりの

良くないサイズ感になる。

こちらはつなぎ目が

出ます

ビン容器とPETフィルム

サイズは0.06×89×68

カット品を使用

今回使用しました

ヒーティングガン

の取り扱いもございます。

その他、シュリンク包装用

機械も取り扱ってます。

【②PET(ポリエチレンテレフタレート)】

【①PVC (塩化ビニール)】

PET背貼の特徴

①サイズ交差が少なく1mm単位

での設定が可能

②印刷適正有り(5色程度の印刷可)

③シュリンク温度が高い

(160～170℃程度)

④つなぎ目がある

このように、材質によって特徴が
あります。包装物によってどの
材質が良いか、こちらで選定して
ご提案させて頂きます。


